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 私達は、言葉で考え、言葉で気持ちを伝えます。ですから、豊

かな言葉を身につけられれば、豊かな人生を送ることができるの

ではないかと思っています。言葉をうまく使いこなすとは、困難

にあった時にも未来を切り開いていくために、１つの武器を手に入れることだと思います。

１つの考えに凝り固まらず、柔軟にものを考え、他の人と考えを伝え合い、考えて生きて

いくためには、豊かな言葉の力がどんなに役立つことでしょう。 

 ですから大人は、語りかけ、たどたどしい言葉に真剣に耳を傾け、よい言葉の絵本をた

くさん読んで聞かせ、言葉の力をつけようと努力します。本を読むということは、人が１

回きりの人生しか生きられない中で、たくさんの人生を生きることができるということで

す。何と素敵なことでしょう！ 

 たくさんの読み聞かせ以上に、子どもが喜び、ずっと心に残っていくのは、お家の方の

語り聞かせの中で、子どもは読み聞かせの数倍、お父さんお母さんの人柄や愛情を受け取

っていきます。小さい時にたくさん語り聞かせをたくさんしてもらった人は、どんな高級

なおもちゃを買ってもらうより、豊かな幼児期を過ごしたといえるのではないでしょうか。 

 昔は、この語り聞かせは、おじいちゃんおばあちゃんの仕事であったかも知れません。

子どもは、「ねえねえ、お話しして」とお話を楽しみにしています。 

 語り聞かせるお話の引き出しは、そんなにたくさんなくてもかまわないと思います。筆

者は、子どもが保育園の頃、毎晩毎晩のように、何十回も「かさこじぞう」のお話をして

きました。「かさこじぞうのおはなしして」と、毎晩せがまれ、布団の中で、２歳半、年の

離れた男の子を抱えて、それこそ毎晩聞かせてきました。 

 「おじいさんとおばあさんはよいお正月をむかえました。よかったよかった」と、お話

が終わると、安心して眠るのです。語り聞かせの時は、してもらう子どもも、する大人も、

ともに幸せなひと時を共有できるかけがいのないひと時です。 

 小さい時に与えたいお話は、必ず「ああよかった」で終わる、幸せなお話でなければな

らないと思います。いい人には幸せがくる、働き者には幸せがくる、正直な人には良いこ

とがある・・・という、良い価値観を小さい時に心の根っこにしっかり植えつけておくと、

さまざまな困難に出会った時、迷った時は、必ず力を発揮すると思います。 

 こども園でもたくさんの絵本や紙芝居の読み聞かせをしています。たくさん聞き、たく

さんお話をします。また、今年度からＡＢＣ組は、毎月一編ずつ、詩をクラスで読んでい

ます。詩は良い言葉が凝縮されたお話です。大きくなって、ふと、その言葉が出てきたり、

使いこなせるようになると素敵ですね。幼児期に覚えたことは永久記憶として残り、その

人の人生を左右します。この永久記憶の時代の人、良いものをたくさん与えていきたいで

すね！ 

 


